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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

常
に
検
討
し
な
が
ら
見
直
し
を
繰
り
返
す
こ

と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度 

地
区
別
懇
談
会
を
開
催

　ＮＯＳＡＩ北海道は、令和６年１月２９日～２
月２１日にかけて、全道６５の会場で令和５年
度地区別懇談会を開催しました。総代、Ｎ
ＯＳＡＩ部長、損害評価員、一般組合員を合
わせて９７９人に出席いただき、令和５年度
事業報告や令和６年度事業計画、中長期
計画などを報告し、意見交換を行いました。
　懇談会のなかで、さまざまなご意見・ご質
問をいただきましたので、そのなかから抜
粋・要約して掲載します。

賦
課
金
を
最
も
低
い
地
域
に
合
わ
せ

た
場
合
、６
億
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
ま
す
か
。ま
た
、賦
課
金
を
統
一
し
た

場
合
、高
い
水
準
と
低
い
水
準
の
ど
ち
ら
に

合
わ
せ
る
の
で
す
か
。

新
規
採
用
す
る
職
員
を
退
職
者
の
２

分
の
１
と
し
て
人
員
を
削
減
、業
務
効
率
を

上
げ
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
対
応

し
ま
す
。令
和
７
年
度
に
は
、み
な
み・
道
央

統
括
セ
ン
タ
ー
の
総
務
系
業
務
を
集
約
し
コ

ス
ト
削
減
に
努
め
ま
す
。

　

賦
課
金
に
つ
い
て
は
、低
い
水
準
に
合
わ
せ

る
と
組
合
経
営
に
支
障
が
で
ま
す
し
、高
い

水
準
に
合
わ
せ
る
と
今
ま
で
よ
り
も
賦
課
金

が
高
く
な
る
地
域
が
で
ま
す
。組
織
体
系
の

見
直
し
や
経
費
削
減
を
図
り
つ
つ
、令
和
７

年
か
ら
賦
課
方
法
を
変
更
し
、令
和
１０
年
に

見
直
し
、最
終
的
に
令
和
１３
年
に
賦
課
金
を

統
一
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

賦
課
金
単
価
の
設
定
に
つ
い
て
、固

定
割
5
0
0
0
円（
種
豚
と
園
芸
施
設
は

1
0
0
0
円
）、共
済
金
額
割（
従
量
制
）の

設
定
で
、大
規
模
農
家
に
は
大
口
割
引
を
設

定
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、組
合
員
間
の
公

平
は
保
た
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

現
在
の
頭
数（
面
積
）に
賦
課
す
る
方

法
か
ら
、収
入
保
険
や
民
間
保
険
の
考
え
方

に
合
わ
せ
、補
償
水
準
で
あ
る
共
済
金
額
に

賦
課
す
る
方
法（
従
量
制
）に
変
更
す
る
考

え
で
す
。し
か
し
、大
規
模
経
営
に
よ
る
事
務

の
効
率
化
が
賦
課
金
に
反
映
さ
れ
ず
、公
平

性
を
欠
く
た
め
、一
定
の
基
準
を
超
過
す
る

部
分
の
賦
課
金
を
減
額
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。ま
た
、固
定
割
は
規
模
の
大
小
に
関
わ
ら

ず
一
定
の
事
務
量
は
発
生
す
る
こ
と
を
考
慮

し
た
も
の
で
あ
り
、固
定
割
と
従
量
割
の
組

み
合
わ
せ
で
設
定
し
、規
模
に
よ
る
事
務
量
の

多
寡
を
賦
課
金
に
反
映
さ
せ
る
考
え
で
す
。

資
材
高
騰
な
ど
の
想
定
外
な
事
態
や
、

農
家
戸
数
の
減
少
も
あ
り
、合
併
当
初
の
話

し
と
は
違
う
方
向
に
進
ん
で
も
組
合
員
は

納
得
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。当
初
の
取

り
決
め
に
固
執
し
て
は
良
い
方
向
に
進
ま

な
い
し
、組
合
員
は
も
っ
と
良
い
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
い
気
持
ち
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

他
の
地
域
で
も
当
初
の
考
え
に
固
執
し

な
く
て
も
良
い
と
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、北
海
道
は
一
つ
の
組
合
に
な
っ
た
の
だ

か
ら
賦
課
金
も
統
一
す
べ
き
と
い
う
ご
意
見

も
あ
り
ま
す
。今
後
も
検
討
を
重
ね
て
良
い

方
向
に
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

診
療
所
経
営
が
大
変
な
の
は
分
か
り

ま
す
が
、人
員
を
削
減
し
て
収
支
改
善
を
目

指
す
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。人
員
削
減
を
す

る
と
１
人
あ
た
り
の
診
療
件
数
が
増
加
し
、

獣
医
師
の
疲
弊・離
職
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

人
員
削
減
を
行
っ
た
場
合
の
試
算
で
あ

り
、人
員
削
減
を
進
め
る
主
旨
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。家
畜
の
頭
数
、診
療
収
入
、診
療
回
数

な
ど
を
加
味
し
て
診
療
所
の
適
正
人
数
を
毎

年
見
直
し
、対
策
を
立
て
て
い
く
考
え
で
す
。

小
さ
な
診
療
所
で
は
、休
暇
や
休
業
し
た
獣

医
師
の
代
わ
り
を
確
保
す
る
の
が
難
し
く
な

り
ま
す
。他
の
診
療
所
か
ら
の
応
援
体
制
を

取
り
な
が
ら
、大
き
な
診
療
区
域・範
囲
で
進

め
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

合
併
に
よ
っ
て
人
員
削
減
や
経
費
削

減
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
進
ん
で
い
た
と

思
い
ま
す
が
、み
な
み
・
道
央
統
括
セ
ン

タ
ー
を
小
さ
な
単
位
で
管
理
す
る
こ
と
に

は
ど
う
い
う
意
図
が
あ
る
の
で
す
か
。

大
き
く
す
る
こ
と
で
効
率
化
に
な
る
と

い
う
考
え
で
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、よ
り
効
率

化
を
図
る
に
は
適
正
な
範
囲
で
管
理
・
改
善

ＱＱ A

Ｑ A

ＱAＱA

A

総
務
関
係

多くのご意見やご質問をいただき、活発な意見交換を行いました（旭川会場の様子）
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検
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ま
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受
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検
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医
師
の
代
わ
り
を
確
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す
る
の
が
難
し
く
な

り
ま
す
。他
の
診
療
所
か
ら
の
応
援
体
制
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取
り
な
が
ら
、大
き
な
診
療
区
域・範
囲
で
進

め
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

合
併
に
よ
っ
て
人
員
削
減
や
経
費
削

減
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
進
ん
で
い
た
と

思
い
ま
す
が
、み
な
み
・
道
央
統
括
セ
ン

タ
ー
を
小
さ
な
単
位
で
管
理
す
る
こ
と
に

は
ど
う
い
う
意
図
が
あ
る
の
で
す
か
。

大
き
く
す
る
こ
と
で
効
率
化
に
な
る
と

い
う
考
え
で
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、よ
り
効
率

化
を
図
る
に
は
適
正
な
範
囲
で
管
理
・
改
善

昨
年
は
天
候
の
影
響
で
小
豆・て
ん
菜

が
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。今
年
も
被

害
が
続
い
た
場
合
、畑
作
物
共
済
は
大
丈
夫

で
す
か
。

合
併
し
た
こ
と
で
畑
作
物
共
済
は
安
定

し
た
運
営
が
で
き
る
見
込
み
で
す
。

園
芸
施
設
共
済
は
原
価
ま
で
補
償
で

き
る
よ
う
に
見
直
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

か
。

掛
金
の
国
庫
負
担
は
付
き
ま
せ
ん
が
、

自
己
負
担
で
新
築
価
格
の
１
０
０
％
ま
で
補

償
が
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

損
害
防
止
事
業
の
防
除
機
等
貸
付
事

業
の
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

損
害
防
止
事
業
に
お
け
る
機
械
貸
付

の
メ
リ
ッ
ト
は
、貸
与
料
に
つ
い
て
無
利
子
と

な
り
ま
す
。支
払
い
は
６
年
間
の
均
等
払
い

に
な
り
ま
す
。

畑
作
物
共
済
の
対
象
品
目
が
増
え
る

見
込
み
は
あ
り
ま
す
か
。

畑
作
物
共
済
の
対
象
品
目
を
増
や
す

に
は
、要
望
が
あ
っ
た
品
目
に
対
し
て
農
政
事

務
所
が
公
表
す
る
統
計
単
収
を
用
い
て
被

害
率
を
調
査
し
、追
加
す
る
か
検
討
さ
れ
ま

す
が
、品
目
に
こ
だ
わ
ら
な
い
場
合
は
収
入

保
険
へ
の
加
入
も
で
き
ま
す
。品
目
追
加
の

要
望
が
あ
っ
た
場
合
は
検
討
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
産
の
農
作
物
は
一
定
の
収

量
が
あ
り
ま
し
た
が
、異
常
気
象
の
影
響
で

品
質
が
低
下
し
農
業
収
入
は
下
が
り
ま
し

た
。こ
の
場
合
、収
入
保
険
に
加
入
す
る
と

ど
こ
ま
で
補
償
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。ま

た
、農
業
共
済
と
収
入
保
険
の
ど
ち
ら
に
加

入
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

令
和
５
年
産
は
農
作
物
全
般
で
品
質

が
悪
か
っ
た
た
め
、農
業
共
済
対
象
作
物
で

補
償
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
方
も
、収
入

保
険
で
あ
れ
ば
補
償
の
対
象
に
な
っ
た
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。収
入
が
下
が
っ
た
場
合
の

補
償
を
希
望
す
る
場
合
は
保
険
料
の
安
い
収

入
保
険
、作
物
ご
と
の
補
償
を
希
望
す
る
場

合
は
農
業
共
済
と
な
り
ま
す
。ご
自
身
に

あ
っ
た
保
険
の
選
択
が
必
要
で
す
の
で
、お
近

く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

畜
主
が
立
会
せ
ず
に
診
療
や
人
工
授

精
を
行
う
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

ケ
ガ
な
ど
の
心
配
も
あ
る
た
め
、畜
主
が
立

会
し
な
い
場
合
は
往
診
な
ど
を
断
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

診
療
や
人
工
授
精
の
際
に
技
術
者
が
ケ

ガ
を
す
る
事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。長
期

離
脱
と
な
る
と
診
療
体
制
に
影
響
が
で
ま

す
。技
術
者
の
ケ
ガ
防
止
の
た
め
に
診
療
や

人
工
授
精
時
の
立
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

遠
隔
診
療
に
つ
い
て
、実
際
に
ど
の
程

度
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

令
和
5
年
度
の
遠
隔
診
療
は
38
件
実

施
し
て
お
り
、主
に
非
加
入
畜
農
家
に
お
け

る
死
亡
確
認
と
医
薬
品
を
購
入
す
る
の
に
必

要
な
指
示
書
を
発
行
す
る
際
に
実
施
し
て
い

ま
す
。医
薬
品
を
す
ぐ
に
届
け
ら
れ
な
い
な

ど
の
諸
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、遠
隔
地
に
お

け
る
死
亡
確
認
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

診
療
内
容
や
血
液
検
査
結
果
等
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

診
療
に
関
わ
る
種
別
等
通
知
書
は
現

在
で
も
申
請
が
あ
れ
ば
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
確
認
で

き
ま
す
。そ
れ
以
外
の
部
分
は
、国
標
準
シ
ス

テ
ム
が
数
年
後
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
を
予
定
し
て
お

り
、現
時
点
で
詳
細
は
不
明
な
状
況
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
に
つ
い
て
、広
報
紙

の
配
布
が
郵
送
に
な
り
組
合
員
と
の
接
点

が
減
り
ま
し
た
。接
点
強
化
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

農
業
保
険
関
係

そ
の
他

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
会
議
を
令
和
５
年
１１

月
に
開
催
し
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
年
１

回
は
開
催
し
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
に
各
支
所・

診
療
所
の
問
題
点
や
要
望
な
ど
、組
合
員
の

生
の
声
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、組
合
運

営
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

役
員
や
総
代
の
定
数
は
今
後
ど
う
な

り
ま
す
か
。

令
和
７
年
の
役
員
改
選
は
現
状
の
定

数
で
行
い
ま
す
が
、将
来
的
に
農
家
戸
数
が

減
少
す
る
な
か
、い
つ
ま
で
も
現
状
の
定
数
を

維
持
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。今
後
は
定

数
の
減
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。女

性
職
員
が
増
え
て
い
る
状
況
で
、セ

ク
ハ
ラ
な
ど
の
諸
問
題
に
対
し
て
も
女
性

役
員
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。女
性
役
員
の

登
用
と
あ
り
ま
す
が
、ど
の
く
ら
い
の
人
数

を
予
定
し
て
い
ま
す
か
。

人
数
は
１
名
以
上
で
、令
和
７
年
に
役

員
改
選
が
あ
る
こ
と
か
ら
員
外
監
事
に
女
性

の
登
用
を
考
え
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
公

認
会
計
士
、社
会
保
険
労
務
士
、獣
医
師
会

な
ど
か
ら
の
人
選
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ＱAＱAＱＱ AA

ＱＱ A

ＱAＱＱ A

Ｑ AＱAA

A
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任期満了に伴う総代選挙が令和６年３月15日を期日として行われ、２１０人の総代が無投票で当選されました。
任期は令和６年４月1日～令和９年３月31日までの３年間です。

札
幌
市

北
海
道
・
藤
井
フ
ァ
ー
ム
・

ラ
ボ
㈱ 

代
表
取
締
役

　　
　
藤
井　
　
徹

江
別
市　

保
倉　
浩
行

石
狩
市

　　
　
寺
山　
主
税

当
別
町　

伊
東　
稔
雄

　
御
厩　
祐
樹

新
篠
津
村

　
成
瀬　
一
広

北
広
島
市

　
三
戸　
　
修

恵
庭
市　

塚
田　
卓
也

千
歳
市　

登
坂　
英
樹

小
樽
市　

岩
部　
利
治

蘭
越
町
　

　
安
田　
伸
二

留
寿
都
村本

田　
隆
司

京
極
町

　
　
斉
藤　
祐
司

倶
知
安
町

　
梶
本　
俊
一

共
和
町　

川
上　
芳
浩

　
細
川　
　
朗

仁
木
町

計
良　
友
一

厚
沢
部
町

　
仲
條　
善
志

乙
部
町　

三
上　
良
介

今
金
町　

村
上　
忠
弘

せ
た
な
町

　
森　
　
正
勝

北
斗
市　

佐
々
木
勝
利

㈱
畠
山
フ
ァ
ー
ム 
代
表
取
締
役

畠
山　
　
誠

木
古
内
町

　
岡
山　
　
徹

七
飯
町　

池
田　
誠
悦

八
雲
町

㈱
学
林
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

　　
佐
藤　
正
之

長
万
部
町

　
土
本　
　
治

伊
達
市　

宍
戸　
大
輔

豊
浦
町
　

　
川
村　
　
栄

白
老
町　

竹
田　
克
市

厚
真
町

㈱
の
や
す
べ 

代
表
取
締
役

吉
岡　
博
和

安
平
町　

内
海　
　
茂

む
か
わ
町

㈱
小
坂
農
園

　
　
小
坂　
幸
司

中
條　
　
豊

日
高
町　

三
好　
勝
浩

　
中
川　
欽
一

新
冠
町

（同）
パ
ス
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

代
表
社
員
　
　
野
尻　
剛
志

新
ひ
だ
か
町

㈲
畠
山
牧
場 

代
表
取
締
役

　
畠
山　
史
人

㈱
前
田
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

前
田　
宗
将

浦
河
町

㈲
宮
内
牧
場 

代
表
取
締
役

　
　
宮
内　
　
修

え
り
も
町

　
能
登　
　
浩

岩
見
沢
市

　
斎
藤　
正
彦

　
井
川　
和
也

宮
浦　
徳
朗

　
椎
名　
俊
文

美
唄
市　

井
上　
英
明

橋
本　
昌
宏

三
笠
市　

納
口　
秀
則

月
形
町　

金
山　
伸
吾

南
幌
町
　

㈲
野
楽 

代
表
取
締
役

　

西
浦　
貴
史

栗
山
町

㈱
Ｎ
Ａ
Ｂ 

代
表
取
締
役

　
西
野　
　
恒

由
仁
町　

中
嶋　
洋
美

長
沼
町　

古
瀬　
哲
郎

前
田　
一
知

夕
張
市　

佐
々
木　
敦

奈
井
江
町

㈱
森
農
場 
代
表
取
締
役

　
　
森　
　
謙
一

滝
川
市　

新
堂　
　
誠

芦
別
市　

西
道　
文
教

浦
臼
町　

小
笠　
利
夫

砂
川
市　

伊
藤　
孝
吉

新
十
津
川
町

　
髙
橋　
友
司

深
川
市　

菅
原　
　
司

妹
背
牛
町

　
栗
原　
正
博

秩
父
別
町

　
　
遠
藤　
大
亮

雨
竜
町　

辻
井　
清
一

北
竜
町
　

　
松
本　
浩
章

沼
田
町　

鈴
木　
一
稔

幌
加
内
町

　
中
村　
雅
義

士
別
市

　
　
松
井　
　
薫

㈱
ふ
ぁ
ー
む
ほ
の
か 

代
表
取
締
役

髙
橋　
　
学

名
寄
市

遠
藤　
　
寛

大
久
保
裕
司

和
寒
町　

高
原　
成
徳

剣
淵
町　

小
笠
原
敏
克

下
川
町

　
　
渡
邊　
匡
子

美
深
町　

梶
田　
祐
嗣

富
良
野
市

　
佐
藤　
　
淳

松
下　
謙
一

佐
藤　
義
晴

上
富
良
野
町林　

　
憲
億

中
富
良
野
町

　
北　
　
宗
人

南
富
良
野
町

㈱
お
さ
だ
高
原
農
場 

代
表
取
締
役
　
渡
邊　
雅
幸

旭
川
市　

佐
藤　
勝
也

斎
藤　
雅
紀

㈱
平
田
農
場 

代
表
取
締
役

平
田　
春
樹

㈱
い
と
う
農
場 

代
表
取
締
役

伊
藤
加
津
則

鷹
栖
町　

畑
山　
朋
之

東
神
楽
町

　
白
川　
茂
美

当
麻
町　

富
永　
隆
之

比
布
町　

太
田　
　
実

愛
別
町
　

　
水
谷　
雅
仁

東
川
町　

大
城　
　
進

美
瑛
町
　

　
谷
口　
　
学

留
萌
市
　

　
室
田　
強
志

羽
幌
町
　

　
上
梨　
　
修

天
塩
町　

高
橋　
一
博

幌
延
町

無
量
谷
裕
二

稚
内
市　

石
垣　
一
郎

浜
頓
別
町

㈲
拓
進
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

　
　
中
島　
武
広

枝
幸
町　

赤
坂　
一
弘

　
田
辺
谷
重
信

豊
富
町

㈱
グ
リ
ム
バ
レ
ー 

代
表
取
締
役

渋
谷　
康
己

帯
広
市

㈱
ま
ぶ
ち
フ
ァ
ー
ム

代
表
取
締
役
　
馬
渕　
　
豊

　
櫻
井　
　
篤

　
工
藤　
　
聡

山
崎　
圭
一

道
端　
洋
治

芽
室
町　

小
川　
祐
二

松
岡　
博
幸

大
矢　
　
聡

中
札
内
村

　
垰
田　
隆
志

㈲
道
見
農
場 

代
表

 

道
見　
俊
幸

更
別
村　

安
村　
和
哉

村
上　
幸
一

大
樹
町　

佐
藤　
照
実

佐
藤　
孝
道

広
尾
町　

鈴
木　
敏
文

　
菊
地　
亮
太

新
得
町　

關
口　
効
雄

　
坂
本　
　
明

清
水
町　

串
田
健
太
郎

松
本　
千
春

鹿
追
町

㈲
内
海
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

　
内
海　
洋
平

（農）
西
上
経
営
組
合 

組
合
長
理
事

菅
原　
謙
二

本
別
町　

田
中　
誠
一

佐
川　
和
博

足
寄
町　

平
野　
輝
幸

吉
田　
健
一

陸
別
町　

平
野　
行
広

　
川
初　
伸
司

幕
別
町　

渡
邉　
洋
路

村
田　
辰
徳

池
田
町　

竹
田　
幸
司

㈲
坂
本
農
場 

代
表
取
締
役

 

坂
本　
明
彦

豊
頃
町

美
馬　
大
介

佐
藤　
　
巧

浦
幌
町　

廣
川　
一
郎

玉
置　
真
吾

音
更
町　

松
井　
義
典

武
藤　
義
徳

田
守　
正
直

村
瀬　
　
隆

士
幌
町　

小
野
寺　
保

矢
坂　
賢
哉

㈱
曽
我
牧
場 

代
表
取
締
役

曽
我　
　
透

上
士
幌
町

㈲
加
藤
農
場 

代
表
取
締
役

 

加
藤　
照
夫

　
青
山　
智
哲

釧
路
市

佐
藤　
和
則

宮
髙　
敏
祝

菅
原　
善
伯

厚
岸
町　

小
山　
裕
市

浜
中
町　

柏
木　
陽
一

甲
斐
沼
淳
一

木
下　
武
幸

標
茶
町　

山
谷　
健
一

櫻
井　
一
隆

大
宮　
睦
美

弟
子
屈
町

　
星
川　
幸
喜

深
谷　
和
明

鶴
居
村　

遠
藤　
範
幸

根
室
市

㈱
福
田
牧
場 

代
表
取
締
役

　
福
田　
光
宏

別
海
町　

佐
藤　
信
吉

小
野　
幸
一

水
谷　
好
美

㈱
福
岡
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

福
岡　
裕
也

上
川
床
真
幸

㈱
デ
ー
リ
ィ
フ
ァ
ー
ム
宮
坂

代
表
取
締
役　宮

坂　
拓
磨

苅
田　
憲
幸

井
上　
一
也

富
永
松
太
郎

中
標
津
町岡

部　
勝
次

㈱
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ　
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｙ

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ 

代
表
取
締
役　

纓
坂　
直
俊

中
本　
信
幸

標
津
町　

福
地　
智
宏

　
竹
村　
誠
司

佐
呂
間
町

　
荒
田　
直
樹

遠
軽
町　

笹
原　
　
仁

湧
別
町　

竹
中　
享
司

友
澤　
直
樹

竹
内　
洋
文

滝
上
町　

小
野　
靖
幸

興
部
町

（農）
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ 

代
表
取
締
役　

   　

小
島　
克
也

雄
武
町　

高
見　
倫
也

北
見
市　

山
梨　
健
司

松
井　
秀
樹

（同）
バ
レ
ル
フ
ァ
ー
ム 

代
表
社
員

神
田　
典
廣

㈱
織
田
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

織
田　
竜
徳

今
田　
弘
之

山
内　
直
喜

訓
子
府
町

　
竹
本　
幸
市

菅
野　
好
紀

置
戸
町　

安
藤　
正
文

網
走
市

（農）
能
取
湖
畔
酪
農
生
産
組
合

理
事

 　

熊
谷　
満
浩

西
内　
　
拡

瀬
尾　
利
尚

美
幌
町　

松
村　
訓
裕

中
谷　
博
之

熊
谷　
誠
一

津
別
町

中
山　
貴
行

斜
里
町　

藤
盛　
大
和

今
野　
智
徳

清
里
町　

中
平　
哲
也

橘　
　
裕
城

小
清
水
町

㈲
大
輪
農
場 

取
締
役

 

山
下　
勇
喜

山
田　
剛
史

関
根　
一
馬

大
空
町　

大
橋　
健
一

石
川　
明
久

宮
武　
秀
也

八
城　
　
伸

道
央

統
括
セ
ン
タ
ー

み
な
み

統
括
セ
ン
タ
ー

新 総 代 紹 介
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札
幌
市

北
海
道
・
藤
井
フ
ァ
ー
ム
・

ラ
ボ
㈱ 

代
表
取
締
役

　　
　
藤
井　
　
徹

江
別
市　

保
倉　
浩
行

石
狩
市

　　
　
寺
山　
主
税

当
別
町　

伊
東　
稔
雄

　
御
厩　
祐
樹

新
篠
津
村

　
成
瀬　
一
広

北
広
島
市

　
三
戸　
　
修

恵
庭
市　

塚
田　
卓
也

千
歳
市　

登
坂　
英
樹

小
樽
市　

岩
部　
利
治

蘭
越
町
　

　
安
田　
伸
二

留
寿
都
村本

田　
隆
司

京
極
町

　
　
斉
藤　
祐
司

倶
知
安
町

　
梶
本　
俊
一

共
和
町　

川
上　
芳
浩

　
細
川　
　
朗

仁
木
町

計
良　
友
一

厚
沢
部
町

　
仲
條　
善
志

乙
部
町　

三
上　
良
介

今
金
町　

村
上　
忠
弘

せ
た
な
町

　
森　
　
正
勝

北
斗
市　

佐
々
木
勝
利

㈱
畠
山
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

畠
山　
　
誠

木
古
内
町

　
岡
山　
　
徹

七
飯
町　

池
田　
誠
悦

八
雲
町

㈱
学
林
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

　　
佐
藤　
正
之

長
万
部
町

　
土
本　
　
治

伊
達
市　

宍
戸　
大
輔

豊
浦
町
　

　
川
村　
　
栄

白
老
町　

竹
田　
克
市

厚
真
町

㈱
の
や
す
べ 

代
表
取
締
役

吉
岡　
博
和

安
平
町　

内
海　
　
茂

む
か
わ
町

㈱
小
坂
農
園

　
　
小
坂　
幸
司

中
條　
　
豊

日
高
町　

三
好　
勝
浩

　
中
川　
欽
一

新
冠
町

（同）
パ
ス
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

代
表
社
員
　
　
野
尻　
剛
志

新
ひ
だ
か
町

㈲
畠
山
牧
場 

代
表
取
締
役

　
畠
山　
史
人

㈱
前
田
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

前
田　
宗
将

浦
河
町

㈲
宮
内
牧
場 

代
表
取
締
役

　
　
宮
内　
　
修

え
り
も
町

　
能
登　
　
浩

岩
見
沢
市

　
斎
藤　
正
彦

　
井
川　
和
也

宮
浦　
徳
朗

　
椎
名　
俊
文

美
唄
市　

井
上　
英
明

橋
本　
昌
宏

三
笠
市　

納
口　
秀
則

月
形
町　

金
山　
伸
吾

南
幌
町
　

㈲
野
楽 

代
表
取
締
役

　

西
浦　
貴
史

栗
山
町

㈱
Ｎ
Ａ
Ｂ 

代
表
取
締
役

　
西
野　
　
恒

由
仁
町　

中
嶋　
洋
美

長
沼
町　

古
瀬　
哲
郎

前
田　
一
知

夕
張
市　

佐
々
木　
敦

奈
井
江
町

㈱
森
農
場 

代
表
取
締
役

　
　
森　
　
謙
一

滝
川
市　

新
堂　
　
誠

芦
別
市　

西
道　
文
教

浦
臼
町　

小
笠　
利
夫

砂
川
市　

伊
藤　
孝
吉

新
十
津
川
町

　
髙
橋　
友
司

深
川
市　

菅
原　
　
司

妹
背
牛
町

　
栗
原　
正
博

秩
父
別
町

　
　
遠
藤　
大
亮

雨
竜
町　

辻
井　
清
一

北
竜
町
　

　
松
本　
浩
章

沼
田
町　

鈴
木　
一
稔

幌
加
内
町

　
中
村　
雅
義

士
別
市

　
　
松
井　
　
薫

㈱
ふ
ぁ
ー
む
ほ
の
か 

代
表
取
締
役

髙
橋　
　
学

名
寄
市

遠
藤　
　
寛

大
久
保
裕
司

和
寒
町　

高
原　
成
徳

剣
淵
町　

小
笠
原
敏
克

下
川
町

　
　
渡
邊　
匡
子

美
深
町　

梶
田　
祐
嗣

富
良
野
市

　
佐
藤　
　
淳

松
下　
謙
一

佐
藤　
義
晴

上
富
良
野
町林　

　
憲
億

中
富
良
野
町

　
北　
　
宗
人

南
富
良
野
町

㈱
お
さ
だ
高
原
農
場 

代
表
取
締
役
　
渡
邊　
雅
幸

旭
川
市　

佐
藤　
勝
也

斎
藤　
雅
紀

㈱
平
田
農
場 

代
表
取
締
役

平
田　
春
樹

㈱
い
と
う
農
場 

代
表
取
締
役

伊
藤
加
津
則

鷹
栖
町　

畑
山　
朋
之

東
神
楽
町

　
白
川　
茂
美

当
麻
町　

富
永　
隆
之

比
布
町　

太
田　
　
実

愛
別
町
　

　
水
谷　
雅
仁

東
川
町　

大
城　
　
進

美
瑛
町
　

　
谷
口　
　
学

留
萌
市
　

　
室
田　
強
志

羽
幌
町
　

　
上
梨　
　
修

天
塩
町　

高
橋　
一
博

幌
延
町

無
量
谷
裕
二

稚
内
市　

石
垣　
一
郎

浜
頓
別
町

㈲
拓
進
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

　
　
中
島　
武
広

枝
幸
町　

赤
坂　
一
弘

　
田
辺
谷
重
信

豊
富
町

㈱
グ
リ
ム
バ
レ
ー 

代
表
取
締
役

渋
谷　
康
己

帯
広
市

㈱
ま
ぶ
ち
フ
ァ
ー
ム

代
表
取
締
役
　
馬
渕　
　
豊

　
櫻
井　
　
篤

　
工
藤　
　
聡

山
崎　
圭
一

道
端　
洋
治

芽
室
町　

小
川　
祐
二

松
岡　
博
幸

大
矢　
　
聡

中
札
内
村

　
垰
田　
隆
志

㈲
道
見
農
場 

代
表

 

道
見　
俊
幸

更
別
村　

安
村　
和
哉

村
上　
幸
一

大
樹
町　

佐
藤　
照
実

佐
藤　
孝
道

広
尾
町　

鈴
木　
敏
文

　
菊
地　
亮
太

新
得
町　

關
口　
効
雄

　
坂
本　
　
明

清
水
町　

串
田
健
太
郎

松
本　
千
春

鹿
追
町

㈲
内
海
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

　
内
海　
洋
平

（農）
西
上
経
営
組
合 

組
合
長
理
事

菅
原　
謙
二

本
別
町　

田
中　
誠
一

佐
川　
和
博

足
寄
町　

平
野　
輝
幸

吉
田　
健
一

陸
別
町　

平
野　
行
広

　
川
初　
伸
司

幕
別
町　

渡
邉　
洋
路

村
田　
辰
徳

池
田
町　

竹
田　
幸
司

㈲
坂
本
農
場 

代
表
取
締
役

 

坂
本　
明
彦

豊
頃
町

美
馬　
大
介

佐
藤　
　
巧

浦
幌
町　

廣
川　
一
郎

玉
置　
真
吾

音
更
町　

松
井　
義
典

武
藤　
義
徳

田
守　
正
直

村
瀬　
　
隆

士
幌
町　

小
野
寺　
保

矢
坂　
賢
哉

㈱
曽
我
牧
場 

代
表
取
締
役

曽
我　
　
透

上
士
幌
町

㈲
加
藤
農
場 

代
表
取
締
役

 

加
藤　
照
夫

　
青
山　
智
哲

釧
路
市

佐
藤　
和
則

宮
髙　
敏
祝

菅
原　
善
伯

厚
岸
町　

小
山　
裕
市

浜
中
町　

柏
木　
陽
一

甲
斐
沼
淳
一

木
下　
武
幸

標
茶
町　

山
谷　
健
一

櫻
井　
一
隆

大
宮　
睦
美

弟
子
屈
町

　
星
川　
幸
喜

深
谷　
和
明

鶴
居
村　

遠
藤　
範
幸

根
室
市

㈱
福
田
牧
場 

代
表
取
締
役

　
福
田　
光
宏

別
海
町　

佐
藤　
信
吉

小
野　
幸
一

水
谷　
好
美

㈱
福
岡
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

福
岡　
裕
也

上
川
床
真
幸

㈱
デ
ー
リ
ィ
フ
ァ
ー
ム
宮
坂

代
表
取
締
役　宮

坂　
拓
磨

苅
田　
憲
幸

井
上　
一
也

富
永
松
太
郎

中
標
津
町岡

部　
勝
次

㈱
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ　
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｙ

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ 

代
表
取
締
役　

纓
坂　
直
俊

中
本　
信
幸

標
津
町　

福
地　
智
宏

　
竹
村　
誠
司

佐
呂
間
町

　
荒
田　
直
樹

遠
軽
町　

笹
原　
　
仁

湧
別
町　

竹
中　
享
司

友
澤　
直
樹

竹
内　
洋
文

滝
上
町　

小
野　
靖
幸

興
部
町

（農）
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ 

代
表
取
締
役　

   　

小
島　
克
也

雄
武
町　

高
見　
倫
也

北
見
市　

山
梨　
健
司

松
井　
秀
樹

（同）
バ
レ
ル
フ
ァ
ー
ム 

代
表
社
員

神
田　
典
廣

㈱
織
田
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役

織
田　
竜
徳

今
田　
弘
之

山
内　
直
喜

訓
子
府
町

　
竹
本　
幸
市

菅
野　
好
紀

置
戸
町　

安
藤　
正
文

網
走
市

（農）
能
取
湖
畔
酪
農
生
産
組
合

理
事

 　

熊
谷　
満
浩

西
内　
　
拡

瀬
尾　
利
尚

美
幌
町　

松
村　
訓
裕

中
谷　
博
之

熊
谷　
誠
一

津
別
町

中
山　
貴
行

斜
里
町　

藤
盛　
大
和

今
野　
智
徳

清
里
町　

中
平　
哲
也

橘　
　
裕
城

小
清
水
町

㈲
大
輪
農
場 

取
締
役

 

山
下　
勇
喜

山
田　
剛
史

関
根　
一
馬

大
空
町　

大
橋　
健
一

石
川　
明
久

宮
武　
秀
也

八
城　
　
伸

十
勝

統
括
セ
ン
タ
ー

ひ
が
し

統
括
セ
ン
タ
ー

オ
ホ
ー
ツ
ク

統
括
セ
ン
タ
ー
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広告掲載

　
収
入
保
険
が
始
ま
っ
た
当
初
は
農
業

共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
。
収

入
保
険
は
全
体
の
農
業
収
入
を
基
準
と

す
る
こ
と
か
ら
、
多
品
目
を
作
付
け
て

い
る
場
合
に
補
償
の
対
象
と
な
る
こ
と

が
難
し
い
の
で
は
と
感
じ
て
お
り
、
収

入
保
険
の
加
入
に
迷
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
説
明
や

収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
農
家
の
話

か
ら
、
け
が
や
病
気
で
収
穫
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
に
補
償
さ
れ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
に
受
け
た
台

風
被
害
に
お
い
て
園
芸
施
設
共
済
の
内

作
物
の
補
償
が
生
産
費
程
度
だ
っ
た
経

験
も
あ
り
、
収
入
保
険
の
加
入
を
決
め

ま
し
た
。

　
保
険
料
に
つ
い
て
、
初
年
度
は
積
立

金
の
負
担
が
大
き
い
で
す
が
、
保
険
金

を
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
翌
年
度
か
ら
積

み
立
て
る
必
要
が
な
い
た
め
、
そ
れ
ほ

ど
負
担
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、収
入
保
険
は
幅
広
い
事
故
に
対

応
し
、補
償
が
手
厚
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
に
農
作
業
中
の
事
故
で
、

入
院
・
手
術
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
水

稲
と
畑
作
物
の
作
業
委
託
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
農
業
共
済
制
度
で
は
補
償

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
収
入
保

険
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
今
頃
ど
う

な
っ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
で
す
。

　
国
営
事
業
の
基
盤
整
備
に
よ
り
作
業

効
率
が
良
く
な
っ
た
の
で
、
今
後
は
け

が
に
気
を
付
け
て
経
営
面
積
を
も
う
少

し
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

竹
内 
章
郎
さ
ん（
50
）

今
金
町

た
け
う
ち

あ
き
お

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

今
後
の
目
標
は
？

水
稲
、種
子
バ
レ
イ
シ
ョ
、白
大
豆
、

小
麦
、ミ
ニ
ト
マ
ト　
約
18
．８
㌶　

経 営 内 容
令和3年
1月加入

（加入4年目）

加入者
の声

収
入
保
険

入
っ
て
よ
か
っ
た
！

　臍帯炎は子牛の時期だけに影響する訳ではありませ
ん。発見が遅れたり長引いたりすることによって、体の中に
膿瘍が残ってしまうと、成牛になってから心疾患や鼻出血
等を発症するリスクが上がるという報告もあります。
　このように厄介な病気である臍帯炎は、清潔な環境と適
切な管理下で予防することが可能です。臍帯の衛生的な
管理について、いま一度見直してみてはいかがでしょうか。

最後に

子牛は胎子期に臍帯を通して母体と栄養のやり取りを行っています。
生まれた後この臍帯に細菌が感染してしまった状態を臍帯炎と呼び、
重症化すると子牛の発育に影響が出るだけでなく、時には死亡する
厄介な病気です。

【おへそ】の腫れている子牛は
いませんか？

臍帯炎の原因

　臍帯には臍静脈・臍動脈・尿膜管という3種類の管が
通っています。正常であれば分娩の際に胎子の臍帯はゆっ
くりと離断し、臍帯の中を通る管は腹腔へ引き戻されて閉
鎖します。そして残った臍帯は乾燥することで感染を防ぎ
ます。しかし難産や早すぎる胎子の牽引等で臍帯が根元か
らちぎれるなど、引き戻されるはずの管が露出してしまう
と感染のリスクが上がります。正常に離断したとしても、生
まれた場所の衛生状態が悪いなど臍帯の乾燥が不十分な
状況でも感染が起こります。特に初乳の不足等で充分な
免疫を獲得できなかった子牛では、感染が臍部だけに留ま
らず全身へと広がる危険性があります。

臍帯炎の症状

　主な症状は臍部の腫れや熱感、疼痛や化膿です。臍部の
腫脹で気付くことが多い病気ですが、深部に膿瘍を形成し
ている場合は腫れがあまり目立たないことがあります。慎
重な触診やエコー検査により明らかになる場合もあるた
め、獣医師の診断が必要です。
　臍を通る３つの管はそれぞれ体の奥の臓器とつながっ
ています。臍静脈は頭方向へ伸びて肝臓と繋がっていて、
この部位の感染は肝膿瘍や肝炎のリスクとなります。また
臍動脈と尿膜管は尾側へ向けて伸びており、感染によって
膀胱炎や腎炎等を引き起こします。いずれも感染が全身
に移行すると肺炎や腹腔での膿瘍形成、多発性関節炎等
の二次疾患を継発するため、早期発見が重要です。

　臍帯感染を防ぐために最も大切なことは、分娩房の衛生
管理と子牛の免疫力を向上させることです。また、臍の適
切な消毒も予防効果があります。出生直後は臍帯内部に
血液等が残り細菌が増殖しやすい環境となっているため、
臍帯の付け根を清潔な手でしごいて内部の液体を排出さ
せた後に消毒を行う必要があります（※YouTubeで“子牛
の臍”と検索すれば、手技を動画でもご覧になれます）。
　使用する消毒剤については、2％ポピドンヨード剤や
0.5％クロルヘキシジンの使用が推奨されています。これ
らの消毒剤を出生後1日2回ほど、臍が乾燥するまで使用
します。ただし、臍の断端を広げて薬剤を内部に注入する
と、臍にとって過剰な刺激を与え炎症を引き起こすことに
つながりますので注意が必要です。

臍帯炎の予防

いわとみ  ゆう  き

ひがし統括センター 
根室西部支所 根室西部家畜診療所
獣医師 岩富 裕輝

摘出した臍帯
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広告掲載

　
収
入
保
険
が
始
ま
っ
た
当
初
は
農
業

共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
。
収

入
保
険
は
全
体
の
農
業
収
入
を
基
準
と

す
る
こ
と
か
ら
、
多
品
目
を
作
付
け
て

い
る
場
合
に
補
償
の
対
象
と
な
る
こ
と

が
難
し
い
の
で
は
と
感
じ
て
お
り
、
収

入
保
険
の
加
入
に
迷
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
説
明
や

収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
農
家
の
話

か
ら
、
け
が
や
病
気
で
収
穫
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
に
補
償
さ
れ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
に
受
け
た
台

風
被
害
に
お
い
て
園
芸
施
設
共
済
の
内

作
物
の
補
償
が
生
産
費
程
度
だ
っ
た
経

験
も
あ
り
、
収
入
保
険
の
加
入
を
決
め

ま
し
た
。

　
保
険
料
に
つ
い
て
、
初
年
度
は
積
立

金
の
負
担
が
大
き
い
で
す
が
、
保
険
金

を
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
翌
年
度
か
ら
積

み
立
て
る
必
要
が
な
い
た
め
、
そ
れ
ほ

ど
負
担
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、収
入
保
険
は
幅
広
い
事
故
に
対

応
し
、補
償
が
手
厚
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
に
農
作
業
中
の
事
故
で
、

入
院
・
手
術
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
水

稲
と
畑
作
物
の
作
業
委
託
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
農
業
共
済
制
度
で
は
補
償

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
収
入
保

険
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
今
頃
ど
う

な
っ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
で
す
。

　
国
営
事
業
の
基
盤
整
備
に
よ
り
作
業

効
率
が
良
く
な
っ
た
の
で
、
今
後
は
け

が
に
気
を
付
け
て
経
営
面
積
を
も
う
少

し
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

竹
内 

章
郎
さ
ん（
50
）

今
金
町

た
け
う
ち

あ
き
お

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

今
後
の
目
標
は
？

水
稲
、種
子
バ
レ
イ
シ
ョ
、白
大
豆
、

小
麦
、ミ
ニ
ト
マ
ト　
約
18
．８
㌶　

経 営 内 容
令和3年
1月加入

（加入4年目）

加入者
の声

収
入
保
険

入
っ
て
よ
か
っ
た
！

　臍帯炎は子牛の時期だけに影響する訳ではありませ
ん。発見が遅れたり長引いたりすることによって、体の中に
膿瘍が残ってしまうと、成牛になってから心疾患や鼻出血
等を発症するリスクが上がるという報告もあります。
　このように厄介な病気である臍帯炎は、清潔な環境と適
切な管理下で予防することが可能です。臍帯の衛生的な
管理について、いま一度見直してみてはいかがでしょうか。

最後に

子牛は胎子期に臍帯を通して母体と栄養のやり取りを行っています。
生まれた後この臍帯に細菌が感染してしまった状態を臍帯炎と呼び、
重症化すると子牛の発育に影響が出るだけでなく、時には死亡する
厄介な病気です。

【おへそ】の腫れている子牛は
いませんか？

臍帯炎の原因

　臍帯には臍静脈・臍動脈・尿膜管という3種類の管が
通っています。正常であれば分娩の際に胎子の臍帯はゆっ
くりと離断し、臍帯の中を通る管は腹腔へ引き戻されて閉
鎖します。そして残った臍帯は乾燥することで感染を防ぎ
ます。しかし難産や早すぎる胎子の牽引等で臍帯が根元か
らちぎれるなど、引き戻されるはずの管が露出してしまう
と感染のリスクが上がります。正常に離断したとしても、生
まれた場所の衛生状態が悪いなど臍帯の乾燥が不十分な
状況でも感染が起こります。特に初乳の不足等で充分な
免疫を獲得できなかった子牛では、感染が臍部だけに留ま
らず全身へと広がる危険性があります。

臍帯炎の症状

　主な症状は臍部の腫れや熱感、疼痛や化膿です。臍部の
腫脹で気付くことが多い病気ですが、深部に膿瘍を形成し
ている場合は腫れがあまり目立たないことがあります。慎
重な触診やエコー検査により明らかになる場合もあるた
め、獣医師の診断が必要です。
　臍を通る３つの管はそれぞれ体の奥の臓器とつながっ
ています。臍静脈は頭方向へ伸びて肝臓と繋がっていて、
この部位の感染は肝膿瘍や肝炎のリスクとなります。また
臍動脈と尿膜管は尾側へ向けて伸びており、感染によって
膀胱炎や腎炎等を引き起こします。いずれも感染が全身
に移行すると肺炎や腹腔での膿瘍形成、多発性関節炎等
の二次疾患を継発するため、早期発見が重要です。

　臍帯感染を防ぐために最も大切なことは、分娩房の衛生
管理と子牛の免疫力を向上させることです。また、臍の適
切な消毒も予防効果があります。出生直後は臍帯内部に
血液等が残り細菌が増殖しやすい環境となっているため、
臍帯の付け根を清潔な手でしごいて内部の液体を排出さ
せた後に消毒を行う必要があります（※YouTubeで“子牛
の臍”と検索すれば、手技を動画でもご覧になれます）。
　使用する消毒剤については、2％ポピドンヨード剤や
0.5％クロルヘキシジンの使用が推奨されています。これ
らの消毒剤を出生後1日2回ほど、臍が乾燥するまで使用
します。ただし、臍の断端を広げて薬剤を内部に注入する
と、臍にとって過剰な刺激を与え炎症を引き起こすことに
つながりますので注意が必要です。

臍帯炎の予防

いわとみ  ゆう  き

ひがし統括センター 
根室西部支所 根室西部家畜診療所
獣医師 岩富 裕輝

摘出した臍帯
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収穫したこだわりのイチゴと
笑顔の明子さんと雄介さん

販売用のイチゴ「けんたろう」

「星の実ファーム」のロゴ

　
豊
浦
町
の
星
雄
介
さ
ん（
39
）は
、
妻

の
明
子
さ
ん（
47
）と
共
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
３
棟
で
イ
チ
ゴ
を
、
約
１
・
５
㌶
の
畑

で
ブ
ロッ
コ
リ
ー
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
雄
介
さ
ん
は
令
和
元
年
か
ら
企
業
組

合
豊
浦
農
業
親
方
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
期

生
と
し
て
地
元
農
家
の
元
で
３
年
間
の

研
修
を
受
け
、
令
和
４
年
か
ら
は
新
規

就
農
者
と
し
て「
星
の
実
フ
ァ
ー
ム
」と
い

う
名
前
で
営
農
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

こ
だ
わ
り
の
採
れ
た
て
イ
チ
ゴ

　
イ
チ
ゴ
は
４
月
中
旬
か
ら
６
月
の
末

ま
で
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
７
月
上
旬
か
ら

９
月
の
末
ま
で
出
荷
し
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
か
ら
は
、
出
荷
時
期
が
重
な
ら
な
い

よ
う
に
ハ
ウ
ス
を
１
棟
新
設
し
、ピ
ー
マ

ン
の
栽
培
も
新
し
く
始
め
ま
し
た
。

　
イ
チ
ゴ
は
、
甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
く
、
果
肉
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
北

海
道
限
定
の
品
種「
け
ん
た
ろ
う
」を
作

付
け
し
て
い
ま
す
。

　
技
術
を
磨
き
経
営
を
安
定
さ
せ
、
安

心
・
安
全
な
農
産
物
を
提
供
す
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
雄
介
さ
ん
は

「
イ
チ
ゴ
は
収
穫
し
て
す
ぐ
の
熟
し
た
本

来
の
味
で
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う

思
い
か
ら
直
売
所
で
の
販
売
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。

お
店
に
来
て
く
れ
る
こ
と
へ
の

喜
び

　
「
営
農
開
始
時
に
は
既
に
コ
ロ
ナ
禍

に
な
っ
て
い
た
た
め
不
安
で
し
た
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、

G
o
o
g
l
e
マ
ッ
プ
に
も『
星
の
実

フ
ァ
ー
ム
』で
登
録
し
て
い
ま
す
。そ
の
甲

斐
も
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
も
訪
れ
る
お
客

さ
ん
が
い
て
く
れ
て
、ほ
っ
と
し
た
と
同

時
に
感
動
し
ま
し
た
」と
雄
介
さ
ん
は
う

れ
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

　
雄
介
さ
ん
は「
実
際
に
営
農
を
始
め
て

あ
ら
た
め
て
思
い
知
っ
た
の
は
、
見
込
み

や
計
画
通
り
に
は
決
し
て
進
ま
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
自
分
は
豊
浦
の
親
方
た
ち

に
研
修
を
受
け
た
唯
一
の
一
期
生
で
、
後

に
続
く
研
修
生
か
ら
す
る
と
先
輩
に
あ

た
り
ま
す
。
親
方
た
ち
が
自
分
に
し
て
く

れ
た
よ
う
に
、
後
輩
た
ち
に
も
色
々
な
工

夫
や
実
際
の
苦
労
話
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
伝
え
て
い
け
た
ら
良
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
星
の
実
フ
ァ
ー
ム
」は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
F
a
c
e
b
o
o
k
、I
n
s
t
a

g
r
a
m
で
販
売
情
報
や
フ
ァ
ー
ム
の
様

子
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。 

北海道   アグリ人
コ
ロ
ナ
禍
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
乗
り
切
る豊浦町

星 雄介さん
明子さん

ほし ゆう すけ

あき     こ
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マネジメント研修で経営面など多角的な視点の養成
も行う（写真本人提供)

中野牧場の皆さん（左下が大樹さん）（写真本人提供)

人としての成長に加え、牛や環境を大事にする経営を実践している大樹さん（写真本人提供)

あふれる熱意と行動力で、農業に取り組む人々を、北海道各地からご紹介します。

共
に
学
び
成
長
し
合
え
る
牧
場
へ

　
酪
農
と
い
う
仕
事
を
通
じ
て
人
と
し

て
の
成
長
を
図
り
、
牛
や
環
境
を
大
事

に
す
る
経
営
を
実
践
し
て
い
る
中
野
牧

場
代
表
・
中
野
大
樹
さ
ん（
40
）は
鹿
追

町
北
鹿
追
地
区
で
乳
牛
約
8
5
0
頭
を

飼
養
し
、
放
牧
地
5
㌶
、
飼
料
用
作
物

1
2
5
㌶
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
社
員
8
人
、パ
ー
ト
従
業
員
2
人
、

研
修
生
4
人
で
牧
場
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
大
樹
さ
ん
は「
人
の
た
め
、
牛
の
た

め
、
自
然
の
た
め
」と
い
う
経
営
理
念
を

掲
げ
、
社
員
一
丸
と
な
っ
て
学
び
、
共
に

成
長
し
合
え
る
牧
場
を
目
指
し
、そ
の

一
環
と
し
て
福
利
厚
生
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

福
利
厚
生
の
充
実
で

就
職
希
望
者
が
増
加

　
福
利
厚
生
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
の

は
約
7
年
前
、
大
樹
さ
ん
が
社
長
就
任

時
に
従
業
員
の
人
生
を
背
負
う
責
任
を

感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
社
員

の
健
康
が
牧
場
の
成
長
に
繋
が
る
と
考

え
、
完
全
週
休
二
日
制
を
導
入
。
正
月

な
ど
に
は
10
日
程
度
の
長
期
休
暇
取
得

を
可
能
に
す
る
と
共
に
、
付
与
し
た
有

給
休
暇
の
完
全
消
化
も
目
指
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
体
が
資
本
と
考
え
る
大

樹
さ
ん
は
、
週
に
1
回
程
度
希
望
者
を

募
り
、
ト
レ
ー
ナ
ー
を
招
い
て
パ
ー
ソ
ナ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
基
礎

体
力
作
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
も
行
っ
て
お
り
、
幅

広
い
業
種
か
ら
講
師
を
招
い
て
の
講
義

や
牧
場
の
ビ
ジ
ョ
ン
共
有
、
効
率
の
良
い

働
き
方
な
ど
を
協
議
す
る
場
を
設
け
、

経
営
の
多
角
的
な
視
点
を
持
て
る
人
材

育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
福
利
厚
生
の
充
実
を
図
っ
た
結
果
、

そ
の
評
判
が
伝
わ
り
、
働
き
た
い
と
希

望
す
る
人
が
増
え
、
社
員
の
士
気
も
高

ま
って
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
酪
農
」を
選
択
肢
の
一
つ
に

　
福
利
厚
生
が
充
実
す
る
一
方「
急
激
に

増
員
し
た
た
め
、
教
育
体
制
が
追
い
付

か
な
く
な
り
大
変
な
時
期
も
あ
っ
た
」と

話
す
大
樹
さ
ん
。「
人
件
費
は
大
き
く
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
で
は
社
員
一
人
一

人
が
自
立
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
に
満

足
し
て
い
る
」と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。
将

来
的
に
は
、
仮
眠
を
取
る
た
め
の
休
憩

室
や
終
業
後
の
入
浴
施
設
、サ
ウ
ナ
、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、社
員
食
堂
を
作
り
、

共
働
き
の
人
た
ち
に
も
健
康
的
な
生
活

を
送
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
地
元
で
働
き

た
い
と
い
う
人
に
酪
農
と
い
う
選
択
肢
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
語
る
大
樹
さ
ん

は「
社
員
を
一
人
の
酪
農
家
と
し
て
育
て

上
げ
、
土
壌
管
理
か
ら
生
乳
生
産
ま
で

一
つ
の
農
場
で
完
結
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

鹿追町

さん
中野 大樹
なか の たい き
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２４年間変わらないパッケージの
「天のしずく」を手にする晃史さん

令和５年５月に完成したロボット牛舎

一頭一頭を大事に飼育 OSAKA FARMS

リッチな味わいの「天のしずく」

北海道   アグリ人

中標津町

さん
纓坂 晃史
お あき ひとさか

ま
し
た
。
家
族
経
営
の
つ
な
ぎ
牛
舎
と
畑

作
か
ら
始
ま
り
、Ｆ
Ｓ
牛
舎
を
経
て
、
現

在
は
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
が
稼
働
し
て
い
ま

す
。
3
代
続
く
家
業
を
継
い
だ
晃
史
さ

ん
で
す
が
、
学
生
時
代
は
他
の
進
路
も

考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、「
祖
父
を

喜
ば
せ
た
い
と
い
う
想
い
で
実
家
を
継
ぎ

ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

全
国
に「
天
の
し
ず
く
」を

届
け
た
い

　
纓
坂
牧
場
は
、
晃
史
さ
ん
の
父
の
代

よ
り
理
想
の
牛
乳
作
り
を
目
指
し
、
平

　
纓
坂
晃
史
さ
ん（
39
）は
、
中
標
津
町

南
中
地
区
で
代
々
酪
農
業
を
営
む
4
代

目
で
す
。
現
在
は
搾
乳
牛
約
1
0
0
頭
、

成
牛
と
子
牛
を
合
わ
せ
て
約
2
3
0
頭

を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

家
業
を
継
ぐ
想
い

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
晃
史
さ
ん

は
、
幼
少
期
か
ら
牛
舎
に
出
入
り
し
て
い

ま
し
た
。
20
歳
の
頃
か
ら
本
格
的
に
実

家
の
酪
農
業
に
携
わ
り
、
令
和
3
年
11

月
に
事
業
継
承
、
同
時
に
株
式
会
社

O
S
A
K
A 

F
A
R
M
S
を
設
立
し

家
族
で
目
指
す

理
想
の
牛
乳
づ
く
り

成
12
年
か
ら「
天
の
し
ず
く
」を
販
売
し

て
い
ま
す
。
生
乳
を
1
0
0
％
使
用
し

た
こ
の
牛
乳
は
、
甘
さ
と
コ
ク
を
兼
ね
備

え
た
生
ク
リ
ー
ム
の
よ
う
な
リ
ッ
チ
な
味

わ
い
が
あ
り
な
が
ら
、
後
味
は
ス
ッ
キ
リ

と
し
て
飲
み
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
牛

の
姿
を
し
た
天
使
が
集
乳
缶
を
持
つ
様

子
を
描
い
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
晃
史
さ
ん

の
姉
が
中
学
生
の
頃
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
も

の
で
、
24
年
間
変
わ
って
い
ま
せ
ん
。

　
一
貫
し
た
自
家
生
産
で
素
材
と
な
る

牧
草
か
ら
出
荷
ま
で
の
過

程
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
の
牛
乳

は
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
で
購

入
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

洋
菓
子
店
、
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
、
焼
き
肉
店
、

居
酒
屋
に
も
卸
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
５

年
の
秋
か
ら
は
、オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョッ
プ
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
全
国
に
新
鮮
な「
天
の

し
ず
く
」を
届
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
と
し
て
も
取
り
扱
い
が

始
ま
り
ま
す
。

　
晃
史
さ
ん
は「
ロ
ボ
ッ
ト

牛
舎
に
な
っ
て
か
ら
牛
の
疾
病
や
怪
我
が

ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
ま
し
た
。
住
環
境
が

格
段
に
向
上
し
ス
ト
レ
ス
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
、
天
の
し
ず
く
は
以
前
よ
り
甘
み
が

増
し
た
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。
将
来
的
に
は「
販
路
を
拡

大
し
自
社
工
場
の
設
立
、
天
の
し
ず
く

の
他
に
も
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ヨ
ー
グ
ル

ト
、チ
ー
ズ
と
い
っ
た
乳
製
品
の
製
造
・

販
売
も
手
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
」と
晃

史
さ
ん
は
熱
く
語
り
ま
す
。
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「おいしい」の声がうれしいと話す久美子さん

小島農場

野菜サラダ、
まるごとオニオン、
かぼちゃサンド

菜
を
お
い
し
く
加
工
し
た
メ
ニュ
ー
を
提

供
す
る
た
め
に
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

ま
し
た
。

　
野
菜
を
買
い
に
来
て
く
れ
た
方
か
ら

直
接「
お
い
し
い
」な
ど
の
声
が
聞
け
る

の
が
う
れ
し
い
と
言
い
ま
す
。
直
売
所
で

は
、
野
菜
に
加
え
、
店
内
で
加
工
し
た
商

品
も
あ
り「
近
所
の
人
た
ち
が
来
て
く
れ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
気
軽
に
来
て

ほ
し
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
の
お
や
き
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

あ
り
、ピ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
入
り
ツ
ナ
マ
ヨ

コ
ー
ン
と
新
商
品
の
キ
ー
マ
カ
レ
ー
は

　
美
幌
町
で
小
島
農
場（
代
表
・
小
島

樹
一
郎
さ
ん
）を
営
む
小
島
久
美
子
さ

ん
は
、タ
マ
ネ
ギ
17
㌶
、グ
リ
ー
ン
ア
ス

パ
ラ
13
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
農
場
で

愛
情
を
込
め
て
育
て
た
新
鮮
野
菜
を
通

じ
て
、
食
卓
に
笑
顔
と
幸
せ
が
溢
れ
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、
従
業
員
と
共
に
日
々

農
作
業
を
し
て
い
る
小
島
さ
ん
夫
妻
。

直
売
所
が
オ
ー
プ
ン

　
以
前
か
ら
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
野
菜

の
フ
ー
ド
ロ
ス
を
無
く
す
た
め
に
自
宅
の

ハ
ウ
ス
で
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
野

久
美
子
さ
ん
の
お
す
す
め
で
す
。
野
菜
サ

ラ
ダ
も
人
気
で
、タ
マ
ネ
ギ
を
使
っ
た
自

家
製
ホ
ワ
イ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
大
好
評

で
、ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
商
品
化
し
て
ほ
し

い
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
小
島

農
場
の
小
タ
マ
ネ
ギ
が
２
つ
入
っ
た
ス
ー

プ
の「
ま
る
ご
と
オ
ニ
オ
ン
」や
具
沢
山
の

ポ
ト
フ
、カ
ボ
チ
ャ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
を
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
で
サ
ン
ド
し
た「
か
ぼ
ち
ゃ

サ
ン
ド
」「
さ
つ
ま
い
も
サ
ン
ド
」や
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニュ
ー
が
並

び
ま
す
。

　
調
理
し
て
い
る
様
子
が
見
え
る
オ
ー

プ
ン
キ
ッ
チ
ン
の
店
内
に
は
、
地
域
の
人

の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
が
並
ぶ
販
売
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
「
美
幌
町
に
来
た
ら
立
ち
寄
っ
て
も
ら

え
る
場
所
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
直
送
も

　
採
れ
た
て
の
新
鮮
野
菜
を
全
国
の
方
に

味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

　
「
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
」の
返
礼
品
に

も
な
っ
て
い
る
小
島
農
場
の
野
菜
は
、オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の「
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ル
シ
ェ
」や
産
地
直
送
で
新
鮮
な

野
菜
が
手
に
入
る「
産
直
ア
ウ
ル
」で
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

直
売
所
の
住
所
／
美
幌
町
元
町
３９（
旧

前
田
ス
ト
ア
）。
営
業
時
間
／
平
日
11
時

〜
16
時
、土
日
祝
10
時
〜
16
時
。定
休
日

／
水
曜
日

あふれる熱意と行動力で、農業に取り組む人々を、北海道各地からご紹介します。

美幌町

さん
小島 久美子
こ く       み      こじま

自
然
美
溢
れ
る
美
幌
町
で

採
れ
た
野
菜
を
全
国
に

き  

い
ち 

ろ
う

こ  

じ
ま

久美子さんと従業員の皆さん
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地元素材にこだわるグルメや、大自然を堪能できる名所など、
地元だからこそわかるレアな魅力を発信していきます。

　芦別市上芦別町にある「ガトーハウスめるも」（店主：
米田達市さん）は、平成12年の開業以来、焼き立てのパ
ンやお菓子を販売しています。
　地元の農産物を使用した商品に力を入れており、なか
でも好評を得ているのがシフォンケーキです。芦別市も
ち米生産組合で栽培されたもち米を生地に使用したも
のや、芦別産ブルーベリーを使用するなど、米田さんは
「優しい甘さと、もち米特有のモチモチしっとりした食感
が楽しめます。ブルーベリーを使用したものは香り豊か
です」と話します。他にも作り立てのクレープや菓子パ
ン・総菜パンを豊富に取り揃えていますが、いずれも数

に限りがあるので事前の確認を
おすすめします。
　また、4月末～10月末の土日
祝日は、道の駅「スタープラザ 
芦別」前でパンやシフォンケーキ
の移動販売をしているので、訪
れてみてはいかがでしょうか。

　十勝の広尾町から根室市の納沙布岬まで続く全長321kmにお
よぶ海岸線を走る道路を、北太平洋シーサイドラインといいます。
特に、浜中町では道道123号の海岸線を走ると、涙岬、藻散布沼、
火散布沼、琵琶瀬展望台、琵琶瀬木道があり、美しい自然景観を楽
しむことができるドライビングルートです。
　琵琶瀬展望台にあるレストラン「湿原ユートピア」の醤油ラーメ
ン（税込650円）は絶品で、目の前の海で獲れた昆布や煮干しなど
でとるスープがまろやかな味でとても好評です。麺が隠れるほど大
きな昆布は柔らかく、とても品のいい味です。釧路方面からわざわ
ざ食べにくる方も多く、すぐに売り切れてしまうため、電話で確認し
てから食べに行くのをおすすめします。

絶景！絶品！ドライビングルート

　「安心、安全な米どころ」で知られる蘭越町は、全国の
生産者が丹精込めて作った自慢のお米を出品し、食味
日本一を決める「米-1（こめワン）グランプリinらんこ
し」を毎年11月に開催しています。
　令和5年は、過去最高の380品が出品され、予選を勝
ち抜いた道内20品、道外10品を審査員が食べ比べ、味
や香りを審査しました。
　審査の結果、蘭越町の安田伸二さん（57）の「ゆめぴ
りか」が最高賞のグランプリに輝きました。地元生産者
がグランプリに輝くのは3年ぶりで、表彰式で安田さん
の名前が呼ばれた際、壇上で両手を高々と挙げ喜びを

噛みしめていました。
　日本一の「ゆめぴりか」は数量限
定で、蘭越町のふるさと納税返礼
品のほか、安田さんのホームページ
からお問い合わせください。

蘭越町

芦別市
北見市

上士幌町

浜中町

NOSAI 北海道

　上士幌町で酪農を営む十勝しんむら牧場の新村浩
隆さん（52）は、自身のサウナ好きが高じて、3年前から
牧場内にコンテナサウナを設置し「しんむら牧場ミル
クサウナ」として営業を始めました。
　サウナの窓からは放牧された牛たちと、広大な自然
を眺めることができます。
　また、外気浴ができるテラスやシャワー室、トイレ、着
替えスペースも完備。水風呂は地下水を使用した天然水
のため飲み水としても利用できます。
　セルフロウリュ（焼けた石に水をかけて発生させる蒸
気）も楽しめ、宿泊施設やBBQハウスも隣接しています。

　BBQでは、放牧して
育てた豚を使用した
「しんむら牧場山森野
豚」のステーキやソー
セージなどを焼いて提
供しています。
　街の喧騒を忘れて、
自然の中でのんびりと
過ごしてみてはいかが
でしょうか。

山羊の乳を原料にした「ゴートミルクソープ」 20年以上続く住宅街のパン屋さん

日本一の「ゆめぴりか」

大自然の中でととのう

よね だ たついち

しんむら ひろ

たか

なみだみさき

ひちりっぷ ぬま び わ せ

も さっ ぷ ぬま

やす だ しん じ

すぎ え ゆう き
　無農薬果樹園の一角で山羊農場を経営する北見市
広郷の杉江勇輝さん（39）は、山羊の乳を原料にした
ゴートミルクソープ「オホーツクサボン ヌフ」を製造・
販売し、使用後の肌ざわりの良さから評判を呼んでい
ます。
　一般的な石鹸の大量製造方法は「釜焚き製法」が主
流ですが、加熱により乳の重要な成分のタンパク質が
破壊されてしまうことから、加熱をしない「コールドプ
ロセス製法」を採用しています。
　「オホーツクサボン ヌフ」は、オンラインショップ「ツ
クツク!!!」から購入できます。

2024.5 Vol.1217 16
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正解者の中から抽選で「"粋"しょうがドレッ
シング・トマトと生姜カレー・ゆめぴりかパック
ご飯のセット」を30名の方にプレゼントします！

kouhou@nosai-do.or.jp
011-232-3246
〒060-0004 札幌市中央区北４条西１丁目１  
北農ビル15階 NOSAI北海道 クイズ係

令和6年6月28日（金）必着 
※当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

応募はＮＯＳＡＩ北海道で農業保険に加入している方とそのご家族に限ります。
上記の応募方法から、住所・氏名・年齢・加入者氏名・電話番号・右記クイズの答
えと「ＮＯＳＡＩほっかいどう」へのご意見やご感想を記入してご応募ください。

【メール】
【 FAX 】
【ハガキ】

応募
方法

応募
〆切り

今
号
の
表
紙

応募フォーム

前号の
答え

"粋"しょうがドレッシング・トマトと生姜カレー・ゆめぴりかパックご飯のセット
　栗山町と由仁町を管轄とするJAそらち南では現在、両町の農産物を使用した加
工品の開発に力を入れています。
　その加工品の中から、濃厚な生姜味が特徴の「"粋"しょうがドレッシング」を1本、
たっぷり使用したトマトの甘味と酸味に生姜の辛味がバランスよく調和したレトルト
カレー「トマトと生姜カレー」を2パック、米 １ーグランプリでグランプリを受賞した実
績があるＪＡそらち南管内で生産されたゆめぴりかを手軽に食べられる「ゆめぴりか
パックご飯」を2パックの計5点をお届けします。
　"粋"しょうがドレッシングはサラダだけでなく生姜焼きなど調味料としてもお使い
いただけます。JAそらち南と生産者が試行錯誤を重ねて開発した商品をぜひご賞
味ください。

　

若
手
農
家
７
人
で
構
成
す
る「
合
同
会
社
ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ

（
代
表・瀬
尾
太
樹
さ
ん
）」は
、道
北
の
鷹
栖
町
で
水
稲・麦・ピ
ー

マ
ン
な
ど
を
栽
培
す
る
ほ
か
、近
郊
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
キ
ッ
チ
ン

カ
ー「
P
A
T
A
T
A
K
I
T
C
H
E
N
」を
出
店
し
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
は「
さ
つ
ま
い
も
チ
ッ
プ
ス
」や「
コ
ロ
ッ
ケ
」、

時
期
に
よ
っ
て
は「
お
で
ん
」や「
そ
ば
」な
ど
の
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー

を
販
売
し
、多
い
と
き
は
1
0
0
0
人
ほ
ど
が
来
店
し
ま
す
。

　
「
e
M
I
P
L
U
S
で
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
、米
の
配
達

も
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
後
は
店
舗
で
料
理
の
提
供
や
自
社
で
製

造
し
た
加
工
品
の
販
売
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
」と
太
樹
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

「
P
A
T
A
T
A 

K
I
T
C
H
E
N
」

の
出
店
情
報
は

I
n
s
t
a
g
r
am

か
ら
。ま
た
、出
店

場
所
な
ど
は
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

ｅＭＩＰＬＵＳのメンバー

写真左上から　舟根純貴さん、前田直樹さん、門木俊朗さん

鈴木啓太さん、瀬尾太樹さん、舟根太陽さん ※撮影当日不在　出口朋史さん

まえだなおき かどきとしろう

ふなねたいよう でぐちともふみせ お たいき

ふなねじゅんき

すずき けいた

エ
　  

ミ          

プ
ラ
ス

メールアドレスが変わりました

プレゼントを当てよう！

前号の
答え A1 A2 A3

NOSAIクイズ
積み木の数は何個あるでしょうか？

クイズに
答えて

今回の
プレゼント

A1： 個

A2： 個

A3： 個

せ
　
お  

た
い 

き

壁 画 炭 酸 広 場
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ＮＯＳＡＩ北海道からのお知らせＮＯＳＡＩ北海道からのお知らせ

　令和6年3月19日（火）に各統括
センターおよび支所等をリモート
接続し、第2回臨時総代会を開催し
ました。
　当日は総代204人中、189人（本
人出席107人、書面議決82人）が
出席し、議長に中標津町の中本総
代を選任。慎重審議のもと、8議案
が原案どおり可決しました。

議案第1号
議案第2号　
議案第3号　
議案第4号
議案第5号
議案第6号
議案第7号
議案第8号　

定款の一部変更について
事業規程の一部変更について
農作物共済危険段階別共済掛金率の設定について
園芸施設共済危険段階別共済掛金率の設定について
令和5年度収支予算の変更について
諸規則の一部改正について
余裕金運用の預入金融機関の変更について
実施体制の改善計画（中長期計画）の策定について

第2回臨時総代会を開催しました

可決・承認された議案

議長を務めた中本総代 挨拶をする岡田組合長

3月19日
3月27日

第2回臨時総代会（TV会議） 
第5回監事会（札幌） 
第8回家畜専門委員会（札幌） 
第8回安全運転管理委員会（札幌） 
第9回総務専門委員会（札幌） 
第9回農作専門委員会（札幌） 

3月28日
4月  1日
4月17日

第9回理事会（札幌） 
令和6年度入組式（札幌）
第1回理事会（TV会議） 

組合の動き 3月～4月 組合で開催された主な会議等を掲載します。

　下記のとおり「令和6年度総代研修集会」および「第3回通常総代会」を開催します。
　初日の総代研修集会は、組合運営についての研修を実施します。翌日の通常総代会では、組合運営に関す
る重要な議案を審議します。
　先に実施された総代選挙において就任されました総代の方には、後日詳細を通知しますのでご一読ください。

令和6年度総代研修集会および第3回通常総代会を開催します

●日 時
令和6年6月6日（木）14：30～ 令和6年度総代研修集会
令和6年6月7日（金）  9：00～ 第3回通常総代会

●場 所
札幌市中央区北4条西1丁目1 
共済ビル6階 共済ホール
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一般社団法人日本ホームパーティー協会
ホームパーティー検定®認定講師、
日本酒利酒師　「Festavolo」主宰
スタジオ撮影フードスタイリスト、レシピ開発、広告
メニューデザイン、家庭科授業外部講師、メディア出
演等活躍中。
日本酒利酒師・日本酒品質鑑定士・酒粕麹マイス
ター・イタリア料理ソムリエ等、日本酒をはじめ食に
関する資格を多数所持。
フードコンサルタント事業なども手掛ける。
日本酒にしよう×ABCstyle 第一弾 日本酒ペアリングレシピコンテスト優秀賞受賞。
北海道農政部 食の安全推進局食品政策課 北海道らしい食づくり名人。

おかざきおかこ

2024.5　Vol.12
企画・発行／北海道農業共済組合
発行責任者／岡本 真平
デザイン・印刷／株式会社須田製版

札幌市中央区北４条西１丁目１番地 北農ビル15階
TEL.011-271-7212　FAX.011-232-3246
URL https://www.nosai-do.or.jp

広報紙

アスパラガスは鮮度が落ちるのが早いため、
キッチンペーパーで根元を包んでから保存袋
に入れ、穂先を上にして立てて冷蔵室へ入れ
ることで保存性が高まります。くるみは食感を
残すくらいの大きさの方がおいしいです！

材料

マフィンカップに生地を入れる。(カップがない
場合はマフィンの型に直接バターを塗ってから
生地を入れる）

180度に予熱したオーブンで30～40分ほど
焼く。(家庭のオーブンによって時間差があり
ます。竹串を刺し何もついてこなくなるまで）
型から外し、器に盛り付ける。

大きなボウルにオリーブオイル、ホットケーキ
ミックス、全卵、塩、牛乳を入れよく混ぜる。

作り方

party food stylist パーティーフードスタイリスト

・アスパラガス・・・・・・・・・・・・・・・
・ミニトマト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・くるみ・・・・・・・・・
・パセリ・・・・・・・・・

・オリーブオイル・・・・・・・
・ホットケーキミックス・・・　
・全卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・牛乳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・黒胡椒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・バター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
(マフィンカップがない場合
直接型に塗る用)

生地に塩が入っているので、
お食事としても楽しめるマフィンです。
朝食やお弁当、お茶会にもおすすめ。

春が旬！
アスパラガスのマフィン

アスパラガス（斜め切り）、ミニトマトを食べやす
い大きさに、くるみとパセリもざっくりと切り、黒
胡椒と一緒に1のボウルに入れ混ぜ合わせる。

6本
6個

50g (粗く刻む)
大さじ1 (刻む)

大さじ3
100g
2個

小さじ1/3
50ml
少々
適量

Instagram
＠okacofestavolo




